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（D談では，役場として軽四ilihで迎えに行ったケースが４１'ﾄﾞあり、近隣住民の把握がきちんと行われているその微の対応も機敏で，婦人会，保母らによる炊き出しが111:W'，搬鷺露ﾋﾆｱ鰻官脱蘇る．避難者の多くは高齢者で，健康而で不安があることから，大島支庁からの応援の保健婦２名を含む４名が２１週間以上にわたり１[１２~3回の健康ﾁｪｯｸを行い，，Ｍ調面でのトラブルはなかったという.また，島には医Iiliが２名，看護婦が６名おり折りを見て検診を行う|騨鯏天臓鱗鰯季轄lWIi，`鯨繍灘灘鰹ﾈ霊 写真－４新島若郷地区の斜面崩壊現場たのは一つの救いである．点となりがちな点を示唆したん，Ｉ工JへLI卜ｕ－ｊ－今`ｖハ1-1.ノリ-↓、￣’一‐‐ 道路が寸附fされ，職員の通勤が大変となり，都の福祉島全体の人口は約２２６０人で，そのうち，約700人が島外に避難した．この中には小中学生が多く含まれ，島協議会に対し，ボランティア派遣要請を行い６人１組内ではほとんど見かけなかった．経済的に大きな打撃とが３～411交代，ヒアリングを実施したｌ６Ｅ１の時点で，なり，産経新聞の報道ではこの夏だけでも，累計で３組分の手配が済み，４組目を検討中であった．施設は約2000泊分のキャンセルがあったさらには２週間経居住地区から離れ，途|:｜１，山越えしなければならず，移ってもイカ漁に出られないケースも多く，中小企業を合動に手間取る．職員の疲労度が高まり，入所者の中にはめた復興支援が鍵となる夜i:|Ｈ１に不安を訴える人もいて，被災者同様，ケアする側神津島は急峻な地形で，坂道が多くこのため，高齢の箱神衛生面での対策が急務である．ただ１年１回の避者の移動は困雌な場合が多い．ちょっとした外lUlでも急難・搬送訓練等，参考になる点は多い今回の一連の地震で島民が疲弊しきっている様子が見な坂道を移動しなくてはならず,普段からの防災訓練が重要となる．全人口に占める６５歳以_'二の割合は平成1１て取れた．とはいえ，住民同=1二の協力，役場職員は状況年３月末の値で22.5％,消防団員数は同１１年４月１日を的確に､ﾄﾞﾘ断し，７月１５１三1に相談所を設け]初日に６現在で228人，消防関連車両１７台,救急車１台．住民名の住民が訪れた．義援金は集計中であるが，村では災参加の防災訓練は噴火を想定したものが多く，２～３年害援護資金の運用を行い，家屋，ブロック塀，家財道具に１度あるかないか，といった具合で，あとは自主的に等を対象にする．また農業，漁業，中小企業の復興に行う．村役場の職員については年１回の非常召集訓純をも取り組み，地震が続く中，奮戦している．今後は高齢行っているが，職員，住民の腹１１には今後は頻繁に訓練を者を視野に入れた定期的な防災訓練の実施，災害時に備行い，２度と犠牲者を出さないようにしたい，との機運えた什器．非常食の備蓄の充実，結神面でのケア，ライが高まっている．フラインの耐震化等が課題である．他方，島では特別養護老人ホームが１か所あり，寝たきりもしくは自力で動くのが困雌な人が約３０人，シ付記７月１５日新島近海地震（MBoS）についてヨートステイを含めれば50人近くの人が入っている．今本調査の帰路において，新島の若郷地区の斜面崩壊現回の地震で施設に通じる道路が崩壊した土砂で塞がれ，場を空撮する機会を得たのでここにその写真を褐減する物資運搬，職員の通勤等の而で影弊が出た建物は平（写真-4)．成８年４月に完成しているが，短期間ながら，,停電，電話が不通になり，不仙便さを強いられた．災害に備え，同参考文献家発電のための機器や燃料ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ,食料等の備蓄は）-翻繍i鱒蟄鶏蝉について綱…料平成しているが，施設の責．任者によれば：「今凪は船での運２－気象庁:新島・神津島付近の地震について，記者会見資料,平成１２年７月１５日１２時30分発表．搬が可能であったが，１１月下旬から２月下旬にかけては ３－防災科学技術研究所：KyoshinNet（IENET)，http://www上netpstec・orjp/knet-docs/lⅣoshinhtml風が強く海がしけ，週の半分以上航行ができないので，備蓄量を検討し直したい｣，と述べる等，防災対策で盲
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